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一

筑
前
福
岡
に
生
ま
れ
、
の
ち
水
戸
藩
の
儒
員
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
酒
泉
竹
軒
が
、
貞
享
二
年
五
月
一
日
、
遊
学
中
の
江
戸
か
ら
、

郷
里
の
竹
田
春
庵
へ
宛
て
た
書
簡
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

竹
軒
は
こ
こ
江
戸
の
地
に
お
け
る
学
問
の
趨
勢
や
学
者
の
評
判
を
、
西

国
の
彼
方
に
住
ま
う
春
庵
に
、
な
る
べ
く
詳
し
く
伝
え
よ
う
と
努
め
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

用
に
立
不
申
理
学
之
書
、
殊
外
多
御
座
候
。
皆
名
を
求
候
た
め
編

候
と
見
へ
申
し
候
。
大
分
有
之
は
古
文
後
集
之
抄
、
蒙
求
、
徒
然

草
等
之
末
書
、
連
歌
俳
諧
之
書
、
日
夜
板
行
仕
事
候
。

(『

新
訂
黒
田
家
譜』

第
七
巻
中
、
書
簡
篇)

曰
く
、
近
年
、｢

理
学｣

(

朱
子
学)

の
書
と
て
多
く
の
書
物
が
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
み
な
名
を
求
め
た
だ
け
の
、
全
く
用
に
立
た

ぬ
し
ろ
も
の
。
よ
く
目
に
つ
く
の
は

『

古
文
真
宝
後
集』

や

『

蒙
求』

『

徒
然
草』

な
ど
の
末
書

(

注
釈
書)

、
連
歌
・
俳
諧
の
書
物
で
、
こ
れ

ら
は
夜
を
日
に
継
い
で
出
版
さ
れ
て
い
る

と
。
竹
軒
の
レ
ポ
ー
ト

は
、
当
時
の
学
術
書
の
出
版
動
向
、
あ
る
い
は
文
芸
の
流
行
を
大
ま
か

に
思
い
描
く
に
は
恰
好
の
資
料
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
、
貞
享
二
年
五
月
時
点
に
お
け
る｢

売
れ
筋｣

書

籍
の
中
に
、
徒
然
草
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
。
後
に
見

る
よ
う
に
、
た
し
か
に
こ
の
貞
享
期
を
ふ
く
む
江
戸
前
期
と
い
う
時
代

は
、
徒
然
草
の
注
釈
書
が
、
な
ぜ
か
集
中
的
に
出
版
さ
れ
た
時
期
で
あ

る
。
注
釈
書
が
多
く
述
作
・
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
な
が

ら
、
徒
然
草
自
体
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
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要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

二

徒
然
草
・
序
段
の｢
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に｣

と
い
う
文
句
を
、
我
々

は
普
通
、｢

手
持
ち
ぶ
さ
た
で
、
所
在
な
い
ま
ま
に｣

な
ど
と
訳
す
。

以
下
は
、
現
代
の
代
表
的
な
注
釈
書
に
お
け
る
口
語
訳
を
並
べ
た
も
の

で
あ
る
。

Ａ

｢

す
る
こ
と
も
な
い
状
態
な
の
に
ま
か
せ
て｣

(

安
良
岡
康
作
注
、

『

徒
然
草
全
注
釈』

、
昭
和
41
年)

Ｂ

｢

所
在
な
さ
に
ま
か
せ
て｣

(

木
藤
才
蔵
注
、
新
潮
・
集
成
本
、

昭
和
52
年)

Ｃ

｢

所
在
な
さ
に
ま
か
せ
て｣

(

三
木
紀
人
注
、『
徒
然
草
全
訳
注』

、

昭
和
54
年)

Ｄ

｢

手
持
ち
無
沙
汰
で
所
在
な
い
の
に
任
せ
て｣

(

久
保
田
淳
注
、

岩
波
・
新
大
系
本
、
平
成
元
年)

Ｅ

｢

な
す
こ
と
も
な
い
所
在
な
さ
、
も、
の、
さ、
び、
し、
さ、
に
ま
か
せ
て｣

(

永
積
安
明
注
、
小
学
館
・
新
全
集
本
、
平
成
７
年)

(

引
用
文
の
傍
線
・
傍
点
は
す
べ
て
川
平
が
付
し
た
。
以
下
同
じ)

Ａ
〜
Ｅ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
に

｢

所
在
な
い｣

と
い
う
言
葉
が

入
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
よ
う
。
唯
一
、
Ｅ
の
永
積
安
明
注
に

｢

も

の
さ
び
し
さ｣

と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
基

本
的
に
は
、｢

時
間
を
持
て
あ
ま
し
て
、
こ
れ
と
い
っ
て
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で｣

と
い
う
点
に
、
意
味
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
端

的
に
言
え
ば
、
兼
好
は
退
屈
し
て
い
た
の
で
徒
然
草
を
執
筆
し
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
現
代
の
注
釈
の
淵
源
は
、
明
治
二
十
年
代
の
鈴
木
弘
恭
あ
た

り
に
あ
る
ら
し
い
。
た
と
え
ば
明
治
二
十
三
年
に
出
さ
れ
た

『

国
語
講

義
録』

(

国
語
伝
習
所
編)

の

｢

題
名
并
作
者｣

に
は
、

徒
然
は

｢

つ
れ
�

｣

と
よ
む
べ
し
。｢

つ
れ
�

｣

は
、｢

と
ろ

�

｣

と
同
じ
義
な
り
。
心
に
取
り
締
ま
り
な
き
意
に
て
、
俗
に

｢

タ
イ
ク
ツ｣

と
い
ふ
こ
と
で
す
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

｢

つ
れ
づ
れ｣

は
、
十
分
な
時
間
は
あ
り
な
が

ら
も
、
何
か
意
味
の
あ
る
思
索
を
す
る
で
も
な
く
、｢

心
に
取
り
締
ま

り
な｣

く
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
に

｢

タ
イ
ク
ツ｣

な
時
間
の
浪
費
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
逆
に
こ

の
よ
う
な
個
性
的
な
る
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
う
の
が
、
鈴
木
の

解
釈
の
大
ま
か
な
構
図
で
あ
ろ
う
。

現
代
に
生
き
る
我
々
は
、
こ
の
構
図
を
ほ
と
ん
ど
何
の
疑
い
も
な
く

受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
解
釈
が
鈴
木
以
降
、

す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
じ
つ
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。｢
つ
れ
づ
れ｣

を
い
か
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
国
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文
学
者
・
評
論
家
な
ど
に
よ
る
、
ま
さ
し
く
汗
牛
充
棟
の
議
論
の
末
、

よ
う
や
く
現
在
の
よ
う
な
形
と
し
て
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

｢

つ
れ
づ
れ｣
解
釈
史
の
変
遷
に
つ
い
て
は
別
に
興
味
深
い
論
点
を
孕

ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
切
を
省
略
し
、
い
ま
は
現
代
の
一
般

的
な
解
釈
を
、
右
の
ご
と
く
確
認
す
る
に
留
め
て
お
く
。

で
は
、
鈴
木
の
新
し
い
解
釈
が
出
さ
れ
る
以
前
、｢

つ
れ
づ
れ｣

は

ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
徒
然
草
注
釈
書
に
お

け
る
、
序
段
の

｢

つ
れ
づ
れ｣

解
釈
の
要
点
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
注
釈
書
に
よ
っ
て
は
、
巻
頭
の
総
説
部
分
に｢

題
号
の
説｣

な
ど
と
し
て
、｢

つ
れ
づ
れ｣

の
意
味
が
解
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
そ
の
場
合
は
引
用
文
末
に

〈
〉

で
所
在
を
示
し
た
。
ま
た

(
)

内
は
川
平
の
補
注
で
あ
る
。

(

１)

秦
宗
巴

『

徒
然
草

(

寿
命
院)

抄』
(

慶
長
九
年
刊)

サ
ビ
シ
キ
也
。

(

２)

林
羅
山

『

野
槌』

(

元
和
七
年
序
・
刊)

六
条
宮
の
御
撰
の
伊
勢
物
語
の
真
字
本
に
徒
然
と
書
て
つ
れ
�

と
読
め
り
。
閑
寂

カ
ン
セ
キ

の
心
な
る
べ
し
。

(

３)
[

伊
藤
栄
治]

『

鉄
槌』

(

慶
安
元
年
刊)

徒ト

然セ
ン

と
か
く
。
さ
び
し
き
儀
也
。

(

４)

松
永
貞
徳

『

慰
草』

(

慶
安
五
年
刊)

徒
然
と
か
く
。
さ
び
し
き
儀
也
。

(

５)

西
道
智

『

金
鎚』

(

万
治
元
年
刊)

(

野
槌
の
記
事
の
ほ
か
、
伊
勢
物
語
、
敏
行
歌
、
大
和
物
語
、
源

氏
物
語
、
助
光
歌
、
為
方
歌
な
ど
用
例
多
数
載
せ
る
。
ま
た
、
大

般
若
経
、
惟
高
八
職
集
か
ら
も
用
例
を
引
き)

い
づ
れ
も
意

コ
コ
ロ

静
成

シ
ヅ
カ
ナ
ル

義
也
。

(

６)

大
和
田
気
求

『

徒
然
草
古
今
抄』

(

万
治
元
年
刊)

寂
静
の
義
な
ら
ん
。
円
覚
経
云
、
…

(

７)

加
藤
磐
斎

『

徒
然
草

(

磐
斎)

抄』
(

寛
文
元
年
刊)

此
一
段
、
兼
好
己
証
の
止
観
を
の
べ
た
り
。｢

つ
れ
�

な
る
ま
ゝ｣

と
云
は
、
止
義
な
り
。
法
性
寂
然
の
心
也
。｢

う
つ
り
ゆ
く
よ
し

な
し
ご
と｣

ゝ
は
、
観
義
な
り
。
寂
而
常
照

じ
や
く
に
し
て
つ
ね
に
て
ら
す
也
。

(

８)

高
階
楊
順

『

徒
然
草
句
解』

(

寛
文
元
年
刊)
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徒
然
と
書
て
さ
び
し
き
義
也
。

(

９)
清
水
春
流

『

徒
然
草
新
註』

(

寛
文
七
年
刊)

兼
好
、
名
利
を
は
な
れ
東
山
吉
田
に
こ
も
り
ゐ
て
無
為
を
な
し
、

無
事
を
事
と
し
身
に
し
わ
ざ
な
く
、
心
し
づ
か
さ
の
ま
ゝ
、
終
日

心
に
う
つ
り
来
り
、
行
去

ゆ
き
さ
る

、
由
来
も
な
き
事
ま
で
を
…
。
つ
れ

�

を
す
ま
さ
ん
と
な
ら
ば
、
兼
好
の
心
を
学
て
見
よ
。
其
心
と

い
ふ
は
虚
而
寂
寞

き
よ
に
し
て
つ
れ
づ
れ

な
れ
ば
也
。

(

10)

北
村
季
吟

『

徒
然
草
文
段
抄』

(
寛
文
七
年
刊)

(『

寿
命
院
抄』

『

野
槌』

の
説
に
同
じ)
。
問
、
さ
び
し
き
、
閑
寂
、

両
抄
の
心
如
何
。
答
、
畢
竟
お
な
じ
義
な
り
。
浮
世
の
交
り
を
た

ち
、
ま
ぎ
る
ゝ
わ
ざ
な
き
人
は
、
身
心
と
も
に
し
づ
か
也
。
し
づ

か
な
る
所
は
、
を
の
づ
か
ら
さ
び
し
き
物
な
れ
ば
な
り
。

(

11)

山
岡
元
隣

『

徒
然
草
抄
増
補』

(

寛
文
九
年
刊)

徒
然
と
書
。
さ
び
し
き
義
也
。
又
閑
寂
の
義
も
有
。

(

12)

南
部
草
寿

『

徒
然
草
諺
解』

(

寛
文
九
年
刊)

徒
然

許
氏
が
説
文
に

｢

徒
は
空
也｣

と
注
す
。｢

然｣

は
助
語

な
り
。
又
真
名
の
伊
勢
物
語
に
徒
然

さ
び
し

と
よ
め
り
。
是
、
空
の
字
の

註
に
叶
り
。
さ
れ
共
、
さ
び
し
き
と
計
ば
か
り

心
得
て
は
此
草
子
の
味
あ

さ
し
。
…
然
れ
ば
世
間
に
対
し
て
の
徒
然
な
り
。
な
を
周
易
に
寂

然
不
動
と
云
へ
る
心
を
以
て
見
る
べ
し
。
た
と
へ
ば
市
町
に
住
て

も
、
世
間
に
も
と
め
な
き
は
是
則
徒
然

つ
れ
づ
れ

な
り
。〈

巻
頭〉

(

13)

高
田
宗
賢

『

徒
然
草
大
全』

(

延
宝
五
年
刊)

心
二
つ
有
。
一
に
は
さ
び
し
き
心
、
二
に
は
し
づ
か
な
る
心
也
。

爰
に
て
は
打
ま
か
せ
て
用
る
也
。
兼
好
の
か
た
か
ら
は
只
さ
び
し

き
ゆ
へ
に
、
硯
に
打
む
か
ひ
て
心
に
ま
か
せ
て
手
ず
さ
み
に
書
と

云
へ
り
。
此
方
よ
り
見
ば
兼
好
心
身
と
も
に
し
づ
か
な
る
心
よ
り

し
て
、
か
ゝ
る
有
難
草
子
を
作
ら
れ
た
る
と
も
見
べ
し
。

(

14)

恵
空

『

徒
然
草
参
考』

(

延
宝
八
年
刊)

伊
勢
物
語
の
真
名
本
に
徒
然
の
字
を
よ
ま
せ
た
り
。
閑
静
と
て
し

づ
か
成
也
。
し
づ
か
に
し
て
お
と
も
か
も
な
き
と
き
は
、
お
の
づ

か
ら
さ
び
し
き
心
に
も
か
よ
ふ
に
や
。
徒
然
の
字
は
人
の
国
の
文

に
も
出
た
る
文
字
也
。
又

『

扶
桑
隠
逸
伝』

に
は
寂
寞
の
字
を
つ

れ
�

と
よ
め
り
。
…

(

15)
岡
西
惟
中

『

徒
然
草
直
解』

(

貞
享
三
年
刊)

此
一
句
、
先
づ
神
楽
岡
に
隠
遁
し
て
其
境

キ
ヤ
ウ

の
さ
び
し
き
に
打
向
ひ
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て
、
隠
遁
の
翫
び
な
る
筆
硯
に
対
し
て
書
し
も
の
な
り
。
常
の
人

は
境
の
寂
寞
に
不
ルレ

堪
ヘ

な
り
。
こ
れ
境
と
心
と
は
な
る
ゝ
故
也
。

心
境
一
致
す
れ
ば
何
れ
の
地
も
同
じ
も
の
に
し
て
、
捨
べ
き
世
も

な
く
取
べ
き
山
も
な
し
。
さ
れ
ど
も
山
林
の
つ
れ
�

は
つ
れ

�

な
ら
ず
と
不
可
謂
。
唯
其
境
の
つ
れ
�

に
向
ひ
た
る
心
な

り
。

(

16)

藤
井
懶
斎

『

徒
然
草
摘
議』

(

貞
享
五
年
刊)

(

特
に
な
し)

(

17)

浅
香
久
敬

『

徒
然
草
諸
抄
大
成』

(
貞
享
五
年
刊)

一
説
ニ
、
徒
然
ト
書
テ
、
ツ
レ
�

ト
ヨ
メ
リ
。
サ
ビ
シ
キ
意
、

又
閑
寂
ノ
心
モ
有
。(

そ
の
ほ
か
二
説
掲
げ
ら
れ
る
も
、｢

タ
ヾ
シ

最
初
ノ
説
ヲ
用
ユ
ベ
シ
。
其
外
ハ
鑿

イ
リ
ホ
ガナ

リ｣

と
あ
り)
。〈
巻
頭〉

(

18)

三
木
隠
人

『

徒
然
草

[

首
書]』

(

元
禄
三
年
刊)

六
条
の
宮
の
御
撰
、
伊
勢
物
語
の
真
名
に
徒
然
と
書
り
。
閑
寂
の

心
な
る
べ
し
。
源
氏
須
磨
巻
に
…

(

19)

著
者
不
明

『

徒
然
草
吟
和
抄』

(

元
禄
三
年
刊)

(『

徒
然
草
諺
解』

に
ほ
ぼ
同
文)

。
世
間
に
も
と
め
な
き
を
則
つ

れ
�

と
い
ふ
也
。

(

20)

苗
村
丈
伯

『

絵
入
徒
然
草』

(

元
禄
四
年
刊)

真
名
に
徒と

然ぜ
ん

と
書
り
。
さ
び
し
き
義
也
。〈

巻
頭〉

(

21)

著
者
不
明

『

つ
れ
�

草
貫
旨』

(

元
禄
六
年
刊)

爰
に
は
し
づ
か
な
る
儀
、
ま
つ
こ
と
な
き
の
義
也
。

(

22)

閑
寿

『

徒
然
草
集
説』

(

元
禄
十
四
年
刊)

一
義
し
づ
か
成
心
、
一
義
さ
び
し
き
心
也
。〈

旁
註〉

(

23)

都
の
錦

『

女
訓
徒
然
草』

(

元
禄
十
五
年
刊)

源
氏
す
ま
の
巻
に
、｢

つ
れ
�

な
る
ま
ゝ
に
、
い
ろ
�

の
紙

を
つ
ぎ
手
習
し
給
ふ｣

と
あ
り
。

(

24)

厭
求

『

徒
然
要
草』

(

元
禄
頃
成
、
天
明
三
年
刊)

兼
好
の
境
界
、
偽
も
な
く
、
か
は
る
こ
と
も
な
く
静
に
し
て
、
こ

と
�

く
世
事
を
は
な
れ
、
な
す
事
も
な
く
待
こ
と
も
な
く
明
し

暮
す
を
、
つ
れ
�

の
ま
ゝ
に
日
暮
す
と
云
也
。

(

25)

支
考

『
徒
然
の
讃』

(

正
徳
元
年
刊)
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此
段
は
序
分
也
。
諸
抄
に
さ
ま
�

の
説
あ
れ
ど
も
、
す
べ
て
文

字
の
論
に
し
て
、
つ
れ
�

の
趣
意
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
作
者

は
今
日
の
さ
び
し
き
ま
ゝ
に
此
草
子
な
ど
書
あ
つ
め
て
見
れ
ば
、

我
な
が
ら
何
の
埒
も
な
く
あ
や
し
う
物
狂
ひ
の
や
う
な
る
は
と
、

世
に
い
ふ
卑
下
自
慢
の
辞
な
り
と
見
る
べ
し
。

(

26)

高
屋
近
文

『

徒
然
草
明�

稿』
(

享
保
元
年
刊)

(

特
に
な
し)

(

27)

増
穂
残
口

『

つ
れ
�

東
雲』

(
享
保
三
年
刊)

寂
寞

せ
き
ば
く

さ
び
し
き

、
徒と

然ぜ
ん

い
た
づ
ら
／
む
な
し

、
い
づ
れ
も
通

じ
て
身
も
心
も
し
づ
か
な
る
な
り
。

以
上
、(

１)

の
慶
長
九
年
刊
・
秦
宗
巴
の

『

徒
然
草

(
寿
命
院)

抄』
(

以
下

『

寿
命
院
抄』

と
略
す)

か
ら
、(

27)

享
保
三
年
刊
・
増

穂
残
口
の

『

つ
れ
�

東
雲』

に
い
た
る
二
七
本
が
、
現
在
確
認
さ
れ

る
、
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
注
釈
書
の
全
て
で
あ
る(

改
題
本
を
除
く)

。

つ
ま
り
、
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
徒
然
草
注
釈
書
は
、
お
お
む
ね
十
七

世
紀
に
集
中
し
て
述
作
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
数
の
多

さ
は
、
他
の
古
典
類
に
比
べ
て
群
を
抜
い
て
お
り
、
冒
頭
に
紹
介
し
た

酒
泉
竹
軒
の
書
簡
に
お
い
て
、
徒
然
草
の

｢

末
書｣

が
近
年
と
み
に
多

く
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
言
葉
を
裏
付
け
る
。

試
み
に
、
慶
長
期
〜
享
保
期
ま
で
に
お
い
て

｢

出
版｣

さ
れ
た
古
典

の

｢

注
釈
書｣

と
い
う
基
準
で
考
え
て
み
れ
ば
、
た
と
え
ば
伊
勢
物
語

は
一
四
点
、
源
氏
物
語
は
約
一
〇
点

(

梗
概
書
・
俗
解
書
を
除
く)

、

太
平
記
は
約
一
〇
点

(

楠
正
成
伝
モ
ノ
を
除
く)

、
百
人
一
首
は
九
点
、

と
い
っ
た
具
合
で

(

注
１)

、
徒
然
草
は
そ
れ
ら
に
二
、
三
倍
す
る
点
数
の
注
釈

書
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

｢

出
版｣

さ
れ
た

｢

注
釈
書｣

と

い
う
条
件
に
お
い
て
の
比
較
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
各
古
典
の
受
容
の
実、

態、
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
伊
勢
・
源
氏
注
な
ど

は
、
写
本
と
し
て
生
成
・
流
通
・
享
受
さ
れ
る
場
合
も
多
く
、
徒
然
草

の
そ
れ
と
は
単
純
に
比
較
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
版
本
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
は
、
恐
ら
く
新
興
知
識
人
と
し
て
の
武
家
・
富
裕
町

人
層
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
受
容
層
に
お
い
て
徒
然
草
が
爆
発
的
に

流
行
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
こ
か
ら
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う

(

注
２)

。
や
や
話
が
横
道
に
逸
れ
た
が
、
で
は
、
右
に
挙
げ
た

｢

つ
れ
づ
れ｣

解
釈
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
こ
に
挙
げ
た
全
て

の
語
釈
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
代
表
的
な

も
の
の
み
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
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(
１)

『

寿
命
院
抄』

で
は｢

サ
ビ
シ
キ
也｣

と
、
そ
こ
に｢

さ
び
し｣

と
い
う
語
感
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。(

２)
『

野
槌』

で
は
、
真
名
本
伊

勢
物
語
の

｢
徒
然｣

と
い
う
語
に

｢

つ
れ
�

｣

と
い
う
和
訓
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、｢

閑
寂

カ
ン
セ
キ

の
心
な
る
べ
し｣

と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
も

｢
さ
び
し｣

と
い
う
、『

寿
命
院
抄』

に
通
じ
る
解
釈

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
、(

３)
『

鉄
槌』

、(

４)
『

慰
草』

は
と
も

に

｢

さ
び
し
き
儀｣

、(

５)
『

金
鎚』

は

｢

意
静
成

コ
コ
ロ
シ
ヅ
カ
ナ
ル
儀｣

、(

６)
『

徒
然

草
古
今
抄』

は

｢

寂
静
の
義｣
と
、
同
様
の
解
釈
が
続
く
。
基
本
は

｢

さ
び
し｣

で
あ
る
。

し
か
し
、
寛
文
期
に
入
り
、(

７)

加
藤
磐
斎
の

『

徒
然
草

(

磐
斎)

抄』
(

以
下

『

磐
斎
抄』

と
略
す)

に
な
る
と
、
や
や
変
化
が
出
て
く

る
。
磐
斎
は
こ
こ
に
、
仏
教
の
止
観
と
い
う
新
し
い
観
点
を
持
ち
込
む
。

そ
し
て｢

つ
れ
づ
れ｣

を

｢

法
性
寂
然
の
心｣

と
い
う
、
い
わ
ば
悟
り

の
境
地
の
よ
う
な
意
味
づ
け
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
磐
斎

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

次
に
、(

９)

清
水
春
流
の

『

徒
然
草
新
註』

を
見
る
。
春
流
は

｢

つ
れ
づ
れ｣

を
、｢

兼
好
、
名
利
を
は
な
れ
東
山
吉
田
に
こ
も
り
ゐ
て

無
為
を
な
し
、
無
事
を
事
と
し
身
に
し
わ
ざ
な
く
、
心
し
づ
か
さ
の
ま
ゝ｣

と
言
う
よ
う
に
、
名
利
を
求
め
な
い
無
為
の
境
地
、
す
な
わ
ち
老
荘
的

な
隠
逸
の
境
地
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
解
釈
す
る
。
曰
く
、｢

虚
而

き
よ
に
し
て

寂
寞

つ
れ
づ
れ｣

と
。

ま
た
、(

12)

南
部
草
寿
の

『

徒
然
草
諺
解』

で
は
、
諸
注
釈
に

｢

つ
れ
づ
れ｣

は

｢

さ
び
し
き
也｣

な
ど
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
解
釈
が
浅
い
と
言
う
。
草
寿
は
そ
れ
を
、
引
用
文
で
は
中
略
し

て
い
る
が
、
南
北
朝
期
の
騒
乱
か
ら
の
逃
避
、
つ
ま
り
世
間
に
対
す
る

兼
好
の
冷
然
と
醒
め
た
心
境
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

以
下
、
上
に
紹
介
し
た
も
の
と
同
様
の
解
釈
は
す
べ
て
割
愛
し
て
、

最
後
の

(

27)

増
穂
残
口
の

『

つ
れ
�

東
雲』

の
み
見
て
お
く
。
残

口
は
、｢

つ
れ
づ
れ｣

は

｢

寂
寞

せ
き
ば
く｣

と

｢

徒と

然ぜ
ん｣

と
両
方
の
漢
字
が
宛

て
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
前
者
は

｢

さ
び
し
き｣

、
後
者
は

｢

い
た
づ

ら
、
む
な
し｣

と
い
う
意
味
上
の
差
異
が
出
て
く
る
が
、
い
ず
れ
も
共

通
し
て

｢

身
も
心
も
し
づ
か
な
る｣

義
を
表
す
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
江
戸
時
代
の
人
々
は｢

つ
れ
づ
れ｣

に
、

｢

所
在
な
さ｣

や

｢

退
屈｣

と
い
っ
た
、
現
代
人
が
常
識
的
に
考
え
て

い
る
否
定
的
な
意
味
合
い
の
解
釈
を
、
ほ
と
ん
ど
施
し
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
そ
こ
で
は
、｢

さ
び
し｣

と
い
う
語
感
を
基
調
と
し
た
孤

独
感
・
寂
寥
感
が
、
基
本
的
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、

｢
身
心
と
も
に
静
寂
な
る
状
態｣

と
い
っ
た
よ
う
な
、
極
端
に
肯
定
的

な
意
味
合
い
ま
で
が
見
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
後
者
の
よ
う
な
解
釈
が
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
疑
問
を
抱
く
も
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
前

者
、｢

つ
れ
づ
れ｣

に

｢

さ
び
し｣

と
い
う
語
感
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
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て
は
、
三
百
年
前
の
江
戸
人
の
感
覚
を
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。｢

何
も
す
る
こ
と
が
な
い｣

と
い
う

結
果
レ
ベ
ル
で
こ
の
語
を
捉
え
れ
ば
、｢

所
在
な
い｣

｢

退
屈
だ｣

と
い

う
解
釈
に
な
ろ
う
が
、
こ
の
語
が
も
と
も
と

｢

さ
び
し｣

と
い
う
内
面

の
孤
独
感
・
寂
寥
感
を
そ
の
深
層
に
湛
え
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
点
を
汲
み
取
っ
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

前
述
し
た
現
代
の
注
釈
書
の
中
で
は
、｢

も
の
さ
び
し
さ｣

と
い
う
言

葉
を
入
れ
た
Ｅ
の
永
積
安
明
注
に
、
私
は
最
も
近
い
考
え
を
持
っ
て
い

る
。

三

と
こ
ろ
で
、｢

つ
れ
づ
れ｣

を
身
心
静
寂
の
状
態
な
ど
と
す
る
、
こ

の
江
戸
時
代
の
解
釈
は
、
じ
つ
は
序
段
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ

は
他
の
章
段
の
解
釈
、
あ
る
い
は
作、
品、
全、
体、
の
理
念
を
表
す
言
葉
と
し

て
も
、
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
見
え
始

め
る
の
は
、
寛
文
期
の

『

磐
斎
抄』

以
降
だ
。

た
と
え
ば
次
の
文
章
は
、『

磐
斎
抄』

巻
頭
の
総
説
部
分
で
、
徒
然

草
が
述
作
さ
れ
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
、｢

第
二

時
代｣

と
い
う
条
の
一
節
で
あ
る
。

兼
好
の
時
分
は
、
帝
王
は
後
醍
醐
天
皇
、
将
軍
は
高
氏
公
の
前
後

に
て
、
世
が
み
だ
れ
て
諸
人
の
こ
ゝ
ろ
し
づ
か
な
る
こ
と
を
し
ら

ず
有
け
れ
ば
、
つ、
れ、
�、
、
の、
み、
ち、
を
し
ら
せ
ん
た
め
に
、
か
け
る

と
見
る
べ
き
な
り
。

世
の
中
が
擾
乱
し
、
人
心
が
不
安
定
の
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
兼
好
は
諸

人
に

｢

つ
れ
�

の
み
ち
を
し
ら
せ
ん
た
め
に｣

、
こ
の
草
子
を
書
い

た
と
言
う
。｢

つ
れ
�

の
み
ち｣

。
そ
れ
は

｢

退
屈｣

と
は
正
反

対
の
、
目
指
す
べ
き

｢

道｣

、
理
想
の
境
位
な
の
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
総
説
中
、｢

第
四

大
略｣

と
い
う
条
に
は
、｢

第
十

つ

れ
�

は
心
身
倶と

も

に
し
づ
か
な
る
事｣

な
る
項
が
あ
る
。

●

つ
れ
�

に
心
と
身
と
あ
り
。
心
し
づ
か
な
る
も
あ
り
。
身
し
づ

か
な
る
も
あ
り
。

●

兼
好
は
心
身
の
う
へ
に
在
所
も
寂
静
な
る
も
の
也
。
か
く
の
ご
と

き
寂
静
に
な
り
や
う
を
草
子
一
部
の
う
ち
に
い
ひ
た
る
も
の
也
。

前
者
で
は
、｢

つ
れ
づ
れ｣

に
は

｢

心｣

と

｢

身｣

、
つ
ま
り
内
面
的
・

精
神
に
お
け
る
静
寂
と
、
外
面
的
・
環
境
に
お
け
る
静
寂
の
両
方
が
あ

る
の
だ
と
い
い
、
後
者
で
は
、
そ
の
身
心
両
面
に
お
け
る

｢

寂
静
に
な

り
や
う｣

を
、
兼
好
は
こ
の
草
子
の
中
に
書
い
た
の
だ
と
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
徒
然
草
執
筆
の
意
図
を
、
各
章
段
の
解

釈
に
及
ぼ
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
箇
所
は
、
目
に
留
ま
っ

た
だ
け
で
も
以
下
の
も
の
が
あ
る

(

引
用
文
の
後
の
数
字
は
徒
然
草
の

章
段
番
号
。
な
お
番
号
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
以
下
同
じ)

。

― 8―



●

此
段
は
、
人
の
身
心
と
も
に
つ
れ
�

な
ら
ぬ
こ
と
の
第
一
の
さ

は
り
を
い
ひ
て
、
つ
れ
�

に
な
り
や
う
を
教
へ
た
り
。(

３)

●

か
く
の
ご
と
く
し
て
心
を
う
ご
か
さ
ず
、
つ
れ
�

な
る
べ
き
義

を
あ
か
せ
り
。(

10)

●

山
寺
は
さ
び
し
き
も
の
な
る
に
、
つ
れ
�

に
も
な
く
と
也
。
こ
ゝ

ろ
も
き
よ
く
な
る
と
な
り
。
身
を
み
だ
り
せ
ね
ば
、
内
心
を
の
づ

か
ら
た
ゞ
し
く
な
る
心
也
。�

17�

●｢

し
づ
か
な
る
い
と
ま
な
く｣
抄
云
、
つ
れ
�

な
ら
ぬ
と
也
。

心
身
の
不
レ

静
な
る
べ
し
。
み
や
う
り
に
つ
か
は
れ
て
ひ
ま
な
き

也
。(

38)

●

上
人
の
か
く
い
は
れ
た
る
や
う
な
ら
で
は
、
つ
れ
�

に
な
ら
ぬ

よ
し
な
り
。(

39)

●

此
段
、
道
心
者
の
こ
ゝ
ろ
も
ち
、
身
も
ち
を
教
た
る
な
り
。
つ
れ

�

に
な
り
や
う
か
く
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。(

58)

●

信
心
を
す
れ
ば
其
益
の
か
な
ら
ず
あ
る
と
ば
か
り
こ
ゝ
ろ
え
ぬ
れ

ば
偏
に
な
り
て
、
う
た
が
ひ
の
こ
ゝ
ろ
つ
れ
�

な
ら
ず
。
…

(

70)

●

そ
の
み
ち
を
そ
む
き
て
も
の
さ
は
が
し
く
な
り
て
、
つ
れ
�

な

ら
ぬ
よ
し
也
。(

72)

●

智
な
き
人
は
信
ず
ま
じ
き
を
信
じ
、
心
を
う
ご
か
し
、
つ
れ
�

な
ら
ぬ
よ
し
な
り
。(

73)

●

か
く
の
ご
と
く
す
れ
ば
つ
れ
�

に
な
る
と
の
義
な
り
。(

75)

●

か
く
を
し
へ
て
、
つ
れ
�

に
あ
ら
せ
ん
た
め
な
り
。(

76)

●

言
語
の
つ
れ
�

に
な
り
や
う
を
教
た
り
。(

77)

●

つ
れ
�

に
な
り
や
う
に
、
な
が
め
や
す
く
は
、
め
や
す
き
也
。

(

151)

●

つ
れ
�

に
な
り
や
う
を
云
也
。
と
か
く
万
事
善
悪
と
も
に
放
下

せ
ず
し
て
は
、
つ
れ
�

に
な
ら
ぬ
と
の
教
也
。
死
の
ち
か
き
こ

と
を
よ
く
し
り
て
、
は
や
く
つ
れ
�

に
、
万
事
放
下
し
て
な
れ

と
也
。(

241)

●

こ
の
だ
ん
は
、
心
身
つ
れ
�

に
な
が
く
し
づ
か
に
な
り
や
う
を

教
た
り
。(

242)

た
と
え
ば
徒
然
草
・
第
三
段
は
、
恋
愛
の
情
趣
を
解
せ
な
け
れ
ば
一

人
前
の
男
と
は
言
え
な
い
が
、
さ
り
と
て
女
か
ら
軽
く
見
ら
れ
る
よ
う

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
た
章
段
だ
が
、

磐
斎
は
そ
れ
を
、｢

人
の
身
心
と
も
に
つ
れ
�

な
ら
ぬ
こ
と
の
第
一

の
さ
は
り
を
い
ひ
て
、
つ、
れ、
�、
、
に、
な、
り、
や、
う、
を
教
へ
た
り｣

と
言
う
。

つ
ま
り
恋
愛
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
身
心
を
平
穏
に
保
つ
べ
き
こ
と
を

兼
好
が
教
え
た
も
の
、
と
説
く
。

ま
た
徒
然
草
・
第
一
〇
段
は
、
人
の
命
は
短
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

住
ま
い
な
ど
は
身
分
相
応
に
つ
つ
ま
し
く
拵
え
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
を

述
べ
た
段
で
あ
る
が
、
磐
斎
は
、｢

か
く
の
ご
と
く
し
て
心
を
う
ご
か
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さ
ず
、
つ、
れ、
�、
、
な、
る、
べ、
き、
義
を
あ
か
せ
り｣

と
言
う
。
兼
好
は
住
ま

い
に
対
す
る
執
着
を
離
れ
、
心
を
平
穏
に
保
つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た

と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
磐
斎
は
、｢

つ
れ
づ
れ｣

と
い
う
言
葉
を
、
序
段
の
み

な
ら
ず
、
徒
然
草
全
体
の
趣
向
・
思
想
を
統
括
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
位
置
づ
け
た
。
つ
ま
り
、
徒
然
草
の
核
心
は

｢

つ
れ
づ
れ｣

と
い
う

言
葉
に
あ
り
と
い
う
、〈
主
題〉

の
発
見
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
据
え
ら
れ
た
言
葉
は
、
伝
統
的
な
和
語
で

あ
り
、
か
つ
本
書
の
題
名
と
も
な
っ
た
、
本
文
冒
頭
の
印
象
的
な
一
語

で
あ
る
か
ら
、
こ
の

〈

主
題〉

は
非
常
に
強
い
説
得
力
を
も
っ
て
時
代

に
迎
え
ら
れ
た
。
以
下
に
、
後
続
の
注
釈
書
類
に
お
い
て
、
磐
斎
と
同

様

｢

つ
れ
づ
れ｣

を
身
心
静
寂
の
状
態
な
ど
と
し
、
そ
れ
を
他
の
章
段

の
解
釈
に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
る
例
を
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
お
こ
う
。

○

『

徒
然
草
新
註』

(

寛
文
七
年
刊)

●

兼
好
、
平
生
の
執
行

し
ゆ
ぎ
や
う
は
此
段
の
意
也
。
名
利
の
た
か
ぶ
り
を
や
め
、

心
を
つ
れ
�

に
せ
よ
と
を
し
へ
た
る
も
の
な
ら
し
。(

85)

●

此
段
下
巻
の
頭
な
れ
ば
、
つ
れ
�

の
意
を
し
め
し
た
り
。
つ
れ

�

と
い
ふ
は
、
物
の
さ
か
り
な
ら
ざ
る
所
に
あ
り
。
万
端
色
こ

く
、
い
き
を
い
つ
よ
き
は
皆
つ
れ
�

に
あ
ら
ず
。
物
の
お
と
ろ

へ
行
を
感
じ
、
常
な
ら
ぬ
を
思
ふ
こ
そ
、
兼
好
本
意
な
れ
。(

137)

○

『

徒
然
草
文
段
抄』

(

寛
文
七
年
刊)

●

兼
好
本
意
の
つ
れ
�

に
閑
な
る
遁
世
者
の
あ
り
さ
ま
を
こ
ひ
ね

が
ひ
て
か
け
り
。(

５)

●

若モ
シ

存
命
し
て
久
し
く
世
に
あ
ら
ば
、
貪
欲
す
く
な
く
慈
悲
ふ
か
く

し
て
、
人
に
も
ま
じ
ら
ず
、
つ
れ
�

に
て
あ
れ
と
、
言
外
に
い

ま
し
め
た
る
段
也
。(

７)

●

此
段
は
、
例
の
死
期
の
ち
か
き
事
を
い
ひ
て
、
と
か
く
万
事
を
捨

て
、
心
も
身
を
も
閑
に
し
て
、
ひ
と
へ
に
仏
道
に
む
か
ふ
べ
し
と

の
心
を
を
し
へ
、
つ
れ
�

の
本
意
を
あ
ら
は
せ
り
。
此
草
紙
や

う
�

終
り
に
近
き
故
、
重
て
ね
ん
ご
ろ
に
此
事
を
し
る
せ
り
。

兼
好
の
為
人
の
所
こ
ゝ
に
あ
り
と
心
を
つ
く
べ
し
。(

241)

○

『

徒
然
草
抄
増
補』

(

寛
文
九
年
刊)

此
段
、
例
の
つ
れ
�

を
本
意
と
し
て
い
へ
り
。(

124)

○

『

徒
然
草
諺
解』

(

寛
文
九
年
刊)

此
段
、
兼
好
、
己
ガ
好
ム
所
ノ
徒
然
ノ
本
意
ナ
リ
。
前
段
ノ
法
師

ハ
人
ニ
ウ
ト
ク
テ
有
ナ
ン
ト
云
ヘ
ル
処
、
同
一
意
ナ
リ
。(

124)
○

『
徒
然
草
参
考』

(

延
宝
八
年
刊)

●

是
、
つ
れ
�

な
る
事
を
ね
が
は
れ
し
也
。(

５)
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●

と
か
く
ひ
と
り
つ
れ
�

に
な
る
が
よ
き
と
也
。
こ
ゝ
に
三
つ
の

閑
寂
な
る
義
有
。
…

(

12)

●

す
ぐ
れ
た
る
才
芸
あ
れ
ど
も
年
老
た
る
人
は
打
捨
て
、
も
の
に
か

も

(

注
３)

は
ぬ
が
よ
き
ぞ
と
を
し
へ
た
る
也
。
皆
つ
れ
�

の
本
意
な
る

べ
し
。(

168)

○

『

徒
然
草
諸
抄
大
成』

(
貞
享
五
年
刊)

●

此
結
句
ニ
兼
好
ノ
本
意
、
ツ
レ
�

ノ
所
コ
モ
レ
リ
。
サ
レ
バ
爵

禄
ヲ
モ
辞
シ
テ
、
自
己
ノ
一
分
ヲ
楽
ト
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
イ
ヘ
リ
。

(

130)

●

兼
好
存
念
ノ
、
ツ
レ
�

ノ
所
ヘ
引
落
シ
テ
書
リ
。
…
只
慢
心
ヲ

忘
レ
テ
無
事
安
閑
ニ
一
生
ヲ
ス
ゴ
ス
ベ
キ
ト
ノ
教
ナ
リ
。(

167)

●

求
メ
ザ
レ
バ
心
身
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
静
ニ
シ
テ
、
ツ
レ
�

ノ
本
意
ニ

カ
ナ
フ
ナ
リ
ト
書
ト
ヾ
メ
タ
リ
。(

242)

○

『

徒
然
要
草』

(

元
禄
頃
成
、
天
明
三
年
刊)

●｢

つ
れ
�

な
る
ま
ゝ
に
日
く
ら
し｣

と
云
十
三
字
は
、
兼
好
一

代
の
修
行
に
よ
り
し
大
悟
発
明
と
見
え
た
り
。
其
心
は
、
つ
れ

�

と
云
は
、
真
如
実
相
、
第
一
義
空
、
不
動
不
転
、
寂
静
湛
然
、

無
為
無
事
の
心
地
也
。
是
、
則
つ
れ
�

な
り
。
つ
れ
�

の
ま
ゝ

に
日
く
ら
す
事
を
し
れ
ば
則
悟
り
也
。(

序)

●

心
う
ご
か
ざ
る
ゆ
へ
に
、
一
念
も
悦
ぶ
心
も
な
し
。
是
を
無
相

(

マ

マ)無

念
と
も
無
心
と
も
、
つ
れ
�

の
ま
ゝ
と
も
云
な
り
。
…
人
を
し

て
つ
れ
�

な
ら
し
め
ん
こ
と
を
証
拠
を
引
て
を
し
へ
し
な
り
。

(

18)

●

此
に
お
ゐ
て
親
子
と
も
に
言
語
な
し
。
無
言
実
に
功
あ
り
。
是
則

つ
れ
�

の
ま
ゝ
な
る
境
界
な
り
。
も
し
此
所
に
一
言
も
あ
り
、

と
か
く
の
慮
知
分
別
少
分
も
あ
ら
ば
、
こ
と
�

く
妄
想
な
る
べ

し
。
つ
れ
�

の
ま
ゝ
に
非
ず
。(

243)

○

『

つ
れ
�

東
雲』

(

享
保
三
年
刊)

し
か
ら
ば
今
日
の
形
は
国
化
に
し
た
が
ひ
、
性
を
や
し
な
ひ
、
気

を
や
す
ん
じ
て
、
身
も
心
も
し
づ
か
に
一
生
を
た
の
し
み
て
、
つ

れ
�

な
る
が
本
な
り
と
、
神
国
の
神
風
、
和
歌
の
名
所
へ
落
し

た
る
も
の
也
。(

243)

こ
れ
ら
に

｢

つ
れ
�

な
ら
し
め
ん｣

｢

つ
れ
�

の
本
意｣

な
ど

と
い
う
場
合
の

｢

つ
れ
づ
れ｣

は
、
明
ら
か
に

｢

所
在
な
い｣

と
か
、

｢
退
屈｣

と
か
い
う
意
で
は
な
い
。『

徒
然
草
諸
抄
大
成』

に

｢

只
慢
心

ヲ
忘
レ
テ
無
事
安
閑
ニ
一
生
ヲ
ス
ゴ
ス
ベ
キ
ト
ノ
教
ナ
リ｣

と
言
い
、

『

徒
然
要
草』
に

｢

真
如
実
相
、
第
一
義
空
、
不
動
不
転
、
寂
静
湛
然
、

無
為
無
事
の
心
地
也｣

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
身
心
静
寂
の
境
地
と
い
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う
よ
う
な
意
味
合
い
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る

｢

つ
れ
づ

れ｣
を
、
本
書
を
読
み
解
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
て
い
る

例
で
あ
る
。

思
え
ば
、｢
物
の
あ
は
れ

(

を
し
る)｣

と
い
う
伝
統
的
な
言
い
回
し

を
用
い
、
そ
れ
を
源
氏
物
語
の

〈

主
題〉

と
し
て
主
張
し
た
の
は
、
か

の
本
居
宣
長
で
あ
っ
た
。
磐
斎
の｢

つ
れ
づ
れ(

に
な
る)｣

は
、
そ
の

方
法
と
い
い
影
響
と
い
い
、｢
物
の
あ
は
れ

(

を
し
る)｣

説
に
も
類
す

る
、
徒
然
草
注
釈
史
上
の
一
大
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

四

江
戸
前
期
に
お
け
る
徒
然
草
注
釈
の｢

つ
れ
づ
れ｣
解
釈
の
様
相
は
、

右
に
見
た
通
り
で
あ
っ
た
が
、
で
は
、
同
時
代
の
文
献
に
お
い
て
、

｢

つ
れ
づ
れ｣

と
い
う
言
葉
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
用
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

●

山
岡
元
隣

『

他
が
身
の
上』

(

明
暦
三
年
刊)

巻
四
―
一

ひ
と
り
と
も
し
火
の
も
と
に
、
つ
れ
�

な
る
折
ふ
し
に
、
思

ふ
人
の
と
ひ
来
り
て
、
よ
の
は
か
な
き
事
も
お
か
し
き
事
も
、

う
ら
な
く
い
ひ
か
は
し
た
る
に
、
…

●

江
島
為
信

『

身
の
鏡』

(

万
治
二
年
刊)

巻
下

｢

聴
聞
の
心
持
の

事｣

昔
の
事
な
れ
ば
、
嘘
ら
し
き
事
に
て
も
、
老
若
雨
中
の
つ
れ

�

の
座
興
に
は
、
心
を
昔
に
な
し
て
聞
を
本
意
と
せ
り
。

●

露
五
郎
兵
衛

『

軽
口
露
が
は
な
し』

(

元
禄
四
年
刊)

巻
一
―
一

四
ふ
り
暮
し
た
る
つ
れ
�

の
折
節
、
二
三
人
呼
あ
つ
め
、
と
ろ
ゝ

汁
を
振
舞
け
る
。

こ
れ
ら
に
お
い
て

｢

つ
れ
づ
れ｣

は
、
独
居
の
寂
し
さ
、
あ
る
い
は

｢

雨
中
の
つ
れ
づ
れ｣

と
い
う
よ
う
な
定
型
的
表
現
に
よ
っ
て
、
現
代

の

｢

所
在
な
い｣

と
い
う
解
釈
に
も
通
じ
る
、
物
憂
い
気
持
ち
を
言
い

表
し
て
お
り
、
身
心
静
寂
の
状
態
と
い
う
よ
う
な
肯
定
的
な
意
味
は
込

め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
掲
出
し
た
の
は
三
例
で
あ
る
が
、
恐
ら
く

こ
れ
が
当
時
一
般
的
な

｢

つ
れ
づ
れ｣

の
意
味
範
疇
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、｢

つ
れ
づ
れ｣

＝

｢

身
心
静
寂｣

と
い
う

解
釈
は
徒
然
草
注
釈
に
特
有
の
も
の
で
、
基、
本、
的、
に、
は、
そ
の
圏
内
を
出

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

｢

つ
れ
づ
れ｣

語
釈
の
あ
り
方
に
影

響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
用
例
も
、
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。

●

灰
屋
紹
益

『

に
ぎ
は
ひ
草』

(

天
和
二
年
刊)

巻
一

つ
れ
�

な
る
い
と
ま
な
く
、
一
生
を
く
る
し
め
、
七
十
年
に

あ
ま
り
て
、
夢
の
さ
め
た
る
心
ち
す
る
に
も
あ
ら
ず
、
現

う
つ
ゝ
と
も

な
く
ま
ぎ
ら
は
し
く
…
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●

摂
陽
散
人

『

鴨
長
明
方
丈
記
諺
解』

(

元
禄
七
年
刊)

巻
下

身
の
は
か
な
き
こ
と
を
し
り
、
高
位
に
ま
じ
は
ら
ず
、
世
の
き

は
ま
り
な
き
を
し
り
て
、
冨
貴
を
ね
が
は
ず
、
只
心
の
つ
れ

�

な
ら
ん
こ
と
を
ね
が
ひ
、
万
な
き
に
事
か
け
ぬ
や
う
を
た

の
し
み
と
し
て
、
長
明
も
一
生
を
過
さ
れ
け
る
と
な
ん
。

前
者
は
該
書
の
序
文
冒
頭
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う｢

つ
れ
�

な
る

い
と
ま
な
く｣

と
は
、
直
後
の

｢

一
生
を
く
る
し
め｣

と
い
う
文
と
の

連
絡
を
考
え
れ
ば
、｢

所
在
な
さ｣
と
か

｢

手
持
ち
無
沙
汰｣

と
か
い

う
よ
う
な
意
味
で
は
な
く
、｢

身
心
を
静
か
に
落
ち
着
け
る
余
裕
も
な

く｣

と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
書
名
の｢

に
ぎ
は
ひ
草｣

は
、

｢

つ
れ
づ
れ
草｣

を
意
識
し
て
、
そ
の
正
反
対
と
い
う
意
味
で
付
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
、｢

つ
れ
づ
れ｣

が

｢

に
ぎ
は
ひ｣
の
反
意
語
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
後
者
は
、
方
丈
記
の

｢

身
を
し
り
、
世
を
し
れ
ら
ば
、
願
は
ず

ま
じ
ら
は
ず
、
た
ゞ
し
づ
か
な
る
を
望
と
し
、
愁
な
き
を
楽
と
す｣
と

い
う
本
文
の
前
後
に
付
さ
れ
た
注
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

｢

つ
れ
�

な
ら
ん
こ
と｣

の
内
容
は
、
直
前
の

｢

高
位
に
ま
じ
は
ら
ず
、
世
の
き

は
ま
り
な
き
を
し
り
て
、
冨
貴
を
ね
が
は
ず｣

を
受
け
て
い
る
。｢

高

位
に
ま
じ
は
る｣

と
か

｢

富
貴
を
ね
が
ふ｣

と
い
う
行
為
の
反
意
語
と

し
て
の
、
身
心
静
寂
の
状
態
を
言
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
や
は

り

｢

所
在
な
さ｣

｢

手
持
ち
無
沙
汰｣

と
は
違
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。

現
在
、
目
に
留
ま
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
僅
か
な
例
で
あ
る
が
、
前

節
で
見
た
よ
う
な
徒
然
草
注
釈
書
の
解
釈
に
影
響
を
受
け
、
こ
の
特
殊

な

｢

つ
れ
づ
れ｣

の
用
法
を
使
用
し
て
い
る
文
献
は
、
ま
だ
見
つ
か
る

で
あ
ろ
う
。五

そ
れ
で
は
な
ぜ
徒
然
草
注
釈
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

｢

つ
れ
づ
れ｣

の
解
釈
が
行
わ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
少
な
く
と
も
徒
然
草
の

｢

読
み｣

と

し
て
、
説
得
力
を
持
ち
得
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
次
に
考
え
て
み
た
い
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
な

｢

読
み｣

の
背
景
に
は
、
三
教

一
致
論
の
盛
行
と
い
う
、
当
時
の
思
想
界
の
動
向
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
周
知
の
ご
と
く
、
江
戸
初
期
に
儒
教
が
仏
教
か
ら
分
離
独
立
し
て

以
降
、
特
に
寛
文
〜
元
禄
期
に
か
け
て
の
思
想
界
で
は
、
儒
仏
の
優
劣

論
争
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
議
論
は
仮
名
草
子
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た

(

注
４)

。

ま
た
、
そ
の
論
争
が
さ
ら
に
及
ん
で
、
徒
然
草
注
釈
に
ま
で
飛
び
火
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(

注
５)

。

さ
て
、
こ
の
論
争
に
お
い
て
、
現
世
至
上
主
義
を
説
く
儒
教
側
の
攻

撃
に
対
し
、
主
に
仏
教
側
が
援
用
し
た
論
理
が
、
く
だ
ん
の
三
教
一
致

論
で
あ
っ
た
。
仏
教
は
前
世
・
現
世
・
来
世
と
い
う
三
世
に
わ
た
る
広

大
無
辺
の
教
え
で
あ
り
、
儒
教
の
教
理
を
も
そ
の
内
に
包
括
し
て
い
る
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こ
と
、
あ
る
い
は
仏
教
・
儒
教
・
道
教

(

ま
た
は
神
道)

は
樹
木
の
枝

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
一
つ
の
幹
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
、
な
ど
を
説
き
、
儒
教
側
の
論
難
を
偏
狭
と
し
て
退
け
た
の
で

あ
る
。
も
っ
と
も
三
教
一
致
論
自
体
は
、
弘
法
大
師

『

三
教
指
帰』

の

昔
か
ら
日
本
に
も
存
在
し
、
降
っ
て
は
中
世
五
山
の
学
僧
た
ち
が
儒
学

を
考
究
す
る
た
め
の
理
論
的
な
裏
付
け
と
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
江

戸
前
期
の
そ
れ
は
、
仏
教
思
想
そ
の
も
の
を
否
定
し
去
ろ
う
と
す
る
儒

教
側
の
攻
撃
に
対
す
る
答
弁
と
し
て
、
切
実
な
状
況
の
中
で
援
用
さ
れ

た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
以
前
と
は
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
三
教
一
致
論
の
特
徴
と
し
て
は
、
中
国
に
お
け

る
そ
れ
の
流
入
と
い
う
問
題
が
あ
る

(

注
６)

。
日
本
の
江
戸
前
期
は
、
中
国
で

は
明
末
清
初
と
い
う
時
期
に
お
お
む
ね
重
な
る
。
こ
の
時
期
の
中
国
思

想
・
文
芸
界
で
は
、
三
教
一
致
思
想
が
一
般
的
に
浸
透
し
て
お
り

(

注
７)

、
吉

田
公
平
に
よ
れ
ば
、
儒
仏
道
の
三
教
は

｢

適
用
範
囲
や
機
能
面
を
相
互

に
補
完
す
る
形
で
一
人
の
中
に
共
存
す
る
こ
と
が
常
態｣

(『

日
本
に
お

け
る
陽
明
学』

二
〇
頁
、
一
九
九
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社)

で
あ
っ
た
と

も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
当
時
東
ア
ジ
ア
の
思
想
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

た
中
国
に
お
け
る
最
新
の
思
潮
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
す

る
と
、
日
本
に
お
け
る
儒
学
者
、
特
に
朱
子
学
者
た
ち
の
原
理
主
義
的

な
仏
教
論
難
は
、
じ
つ
は
か
な
り
時
代
遅
れ
の
、
ア
ナ
ク
ロ
な
議
論
だ
っ

た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
江
戸
前
期
に
お
け
る
三
教
一
致
論
の
盛
行
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
儒
教
側
の
排
仏
論
に
対
抗
す
る
た
め
の
、

仏
教
側
の
援
用
を
指
摘
す
る(

注
４
、
青
山
論
文)

だ
け
で
は
十
分
と

は
言
え
な
い
。
陽
明
学
派
を
代
表
と
す
る
朱
子
学
派
以
外
の
儒
学
者
、

あ
る
い
は
取
り
立
て
て
ど
の
学
派
に
も
属
さ
ぬ
よ
う
な
知
識
者
層

(

徒

然
草
注
釈
書
の
著
者
の
多
く
は
こ
れ
に
属
す
る
で
あ
ろ
う)

の
中
に
は
、

む
し
ろ
こ
の
中
国
に
お
け
る
最
新
の
思
潮
の
方
に
影
響
を
受
け
た
者
が

多
く
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
総
じ
て
こ
の
時
期
の
思
想
界
は
、

朱
子
学
派
を
中
心
と
す
る
原
理
主
義
的
・
厳
格
な
儒
学
者
と
、
現
実
主

義
的
・
穏
健
な
三
教
一
致
派
と
い
う
二
陣
営
に
、
大
ま
か
に
色
分
け
で

き
よ
う
。
そ
し
て
、
長
ら
く
三
教
一
致
論
の
風
土
が
培
わ
れ
た
我
が
国

で
は
、
後
者
の
ほ
う
に
よ
り
親
炙
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
は
当
然
で
、

江
戸
中
期
に
も
な
る
と
、
朱
子
学
者
と
い
え
ど
も
、
前
期
の
よ
う
に
表

立
っ
て
仏
教
を
批
判
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

や
や
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
で
は
、
上
述
の
よ
う
な｢

つ
れ
づ

れ｣
＝
身
心
静
寂
説
と
、
こ
の
時
期
の
三
教
一
致
論
の
盛
行
と
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
、
以
下
に
検
証
し
よ
う
。

こ
の
両
者
の
関
係
を
は
っ
き
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、｢

つ
れ

づ
れ｣

＝
身
心
静
寂
説
の
嚆
矢
と
言
っ
て
も
良
い
、
加
藤
磐
斎
の
徒
然
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草
注
釈
で
あ
る
。『

磐
斎
抄』

巻
頭｢

題
号｣

の
条
で
は
、｢

つ
れ
づ
れ｣

と
い
う
理
念
が
儒
教
・
道
教
・
仏
教
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
の
中
に
存
す

る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
を
引
用
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
そ

の
す
べ
て
を
示
す
と
長
大
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
儒
書
か
ら
の
引
用

部
分
の
み
掲
げ
て
お
く
。(

読
解
の
便
宜
上
、
漢
文
の
訓
点
は
一
部
私

に
補
訂
し
た
。
以
下
同
じ)

『

大
学』

ニ

曰
ク

、
知
テレ

止
コ
ト
ヲ

而
后ノ

チ

有
リレ

定
コ
ト

。

テ々

而
シ
テ

后
能
ク

静
シ
ヅ
カナ

リ

。

シ々
テ

而
シ
テ

后ノ
チ

能
ク

安
シ

。
シ々
テ

而
シ
テ

后ノ
チ

能
ク

慮
ル

。
テ々

而
シ
テ

后ノ
チ

能
ク

得
。

抄
に
云
く
、｢

静
な
り｣

｢
安
な
り｣

と
い
ふ
は
、
つ
れ
�

の

こ
ゝ
ろ
也
。
兼
好
が
人
の
と
ゞ
ま
る
と
こ
ろ
を
し
り
て
、
静
な

る
境
界
に
な
り
た
る
こ
と
を
、
か
き
た
る
草
子
な
れ
ば
、
此
こ
ゝ

ろ
に
か
な
へ
り
。

濂
渓
先
生
ノ

曰
ク

、
無
極
ニ
シ
テ

而
太
極
、
太
極
動

ウ
ゴ
イ
テ而
生
ジレ

陽
ヲ

、
動

ウ
ゴ
キ

極キ
ハ
マ
リ
テ而

静
シ
ヅ
カ

ナ
リ

。
々
而
生
ズレ

陰
ヲ

。

抄
に
云
く
、
こ
の
静
の
心
、
つ
れ
�

に
あ
ひ
か
な
へ
り
。
動

極
り
て
し
づ
か
に
な
り
た
る
な
ら
で
は
、
静
に
て
な
き
こ
と
は

り
の
や
う
に
、
世
間
の
い
と
ひ
た
る
後
の
、
し
づ
か
成
が
本
意

な
り
。

『

易』

ノ

繋
辞
ノ

上
伝
ニ

云
ク

、
易
ハ

无
クレ

思
コ
ト

也
。
无
シレ

為ス
ル

也
。
寂
然

セ
キ
ゼ
ン
ト
シ
テ

不
レ

動
カ

、
感
ジ
テ

而
遂
ニ

通
ズ二

天
下
之
故コ

ト
ニ一

。

抄
に
云
く
、
つ
れ
�

と
あ
る
と
て
、
死
人
の
ご
と
き
は
本
意

に
あ
ら
ず
。
し
づ
か
に
し
て
其
こ
と
は
り
に
ま
よ
は
ぬ
こ
ゝ
ろ

な
れ
ば
、
此
本
文
か
な
へ
り
。｢

天
下
の
故こ

と

に
通｣

と
い
ふ
と

こ
ろ
が
、
め
を
つ
く
べ
き
な
り
。
只
静
に
て
無
思
無
為
の
こ
と

は
り
に
て
な
し
。
天
も
の
い
は
ず
、
四
時
を
こ
な
は
る
ゝ
こ
と

は
り
な
り
。

こ
こ
で
は
か
よ
う
に

『

大
学』

『

太
極
図
説

(

周
濂
渓
著)』

『

易
経』

の
本
文
が
引
か
れ
、
そ
の
あ
と
一
字
下
げ
で
、
磐
斎
の
コ
メ
ン
ト
が
書

か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

『

大
学』

の
、｢

定
ま
り
て
而
し
て
后
、
能

く
静
か
な
り
。
静
か
に
し
て
而
し
て
后
、
能
く
安
し｣

と
い
う
本
文
に

対
し
て
、｢｢

静
な
り｣

｢

安
な
り｣

と
い
ふ
は
、
つ
れ
�

の
こ
ゝ
ろ

也｣

と
い
う
よ
う
に
、｢

つ
れ
づ
れ｣

の
理
念
と
の
一
致
が
解
説
さ
れ

る
。
以
下
同
様
、｢

つ
れ
�

と
い
ふ
心
、
道
書
に
も
あ
る
事｣

と
し

て『

陰
符
経』

『

老
子』

が
、｢

つ
れ
�

の
こ
ゝ
ろ
、
仏
書
に
あ
る
事｣

と
し
て

『

空
観』

の
文
章
が
引
用
さ
れ
、
三
教
と
の
通
底
が
示
さ
れ
る

の
で
あ
る
。六

と
こ
ろ
で
、
右
の
儒
書
か
ら
の
引
用
に
お
い
て
も
窺
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
磐
斎
が

｢

つ
れ
づ
れ｣

に
通
底
す
る
理
念
と
し
て
、
儒

仏
道
の
諸
経
典
か
ら
挙
げ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

静｣

の
思
想
で
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あ
る
。
た
し
か
に
こ
の

｢

静｣

の
思
想
は
、
三
教
の
い
ず
れ
も
に
共
通

す
る
、
最
大
公
約
数
的
な
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え

ば
江
戸
初
期
の
禅
僧
・
沢
庵
宗
彭
は

『

東
海
夜
話』

(

近
世
初
期
成)

巻
上
の
中
で
、

一
、
道
之
至
極
、
皆
静
也
。
合
フ二

中
庸
ニ一

。
過
ルレ

中
ニ

者
、
気
之
馳
也

と
、『

性
理
大
全』
に
見
へ
た
り
。
気
の
馳
る
は
皆
、
勿
忙
之
故

也
。
至
人
皆
、
静
也
。
自
リレ

一
超
ヘレ

二
、
三
而
馳
レ

四
。
是
、
過
レ

中

而
皆
大
過
也
。(｢

沢
菴
和
尚
全
集｣

巻
五
所
収
本
に
よ
る)

と
、
仏
教

(

禅)

の

｢

静｣

の
思
想
が
儒
教
の

｢

中
庸｣

に
も
通
じ
る

こ
と
を
言
っ
て
い
る
し
、
ま
た
陽
明
学
者
・
熊
沢
蕃
山
は『

集
義
和
書』

(

寛
文
十
二
年
刊)

巻
九
・
議
論
之
二
に
お
い
て
、｢

聖
賢
も
又
、
静
坐

あ
り
や｣

と
の
問
に
対
し
、

答
て
云
、
静
坐
あ
り
。
孔
子
閑
居
し
給
ふ
時
は
、
申
々
如
た
り
。

夭
々
如
た
り
。
心
、
主
な
き
時
は
必
ず
散
ず
。
故
に
忠
信
を
主
と

す
。
こ
れ
を
意
を
誠
に
す
と
も
云
。
人
欲
の
妄
は
間
思
雑
慮
と
成

ぬ
、
偽
な
り
。
其
意
を
誠
に
す
る
時
は
、
忠
信
、
主
と
な
り
て
天

理
流
行
す
、
空
々
如
た
り
。
故
に
呼
吸
の
息
は
い
た
ゞ
き
よ
り
く

び
す
に
至
り
、
体
ゆ
る
や
か
に
色
温

あ
た
ゝ
かな
り
。
是
、
静
坐
の
至

い
た
り
な
り
。

心
に
妄
あ
る
時
は
息
、
喉
よ
り
か
へ
る
。
心
誠

ま
こ
と
な
る
時
は
臍
の
本

よ
り
出い

づ

。
養
生
の
術
も
亦
こ
ゝ
に
あ
り
。
是
故
に
養
生
家
に
は
呼

吸
の
息
を
か
ぞ
ふ
る
こ
と
あ
り
。

と
答
え
、
引
用
文
後
半
の
よ
う
に
、
儒
教
の
静
坐
を
道
教
の
養
生
説
と

も
結
び
つ
け
て
説
い
て
い
る
。
禅
の
只
管
打
坐
、
儒
教
の
主
敬
静
坐
、

道
教
の
無
為
自
然
、
そ
れ
ら
三
教
に
共
通
す
る

｢

静｣

の
思
想
を
、
磐

斎
は

｢

つ
れ
づ
れ｣

と
い
う
言
葉
に
置
換
し
、
徒
然
草
に
は
そ
の
よ
う

な
三
教
に
わ
た
る
哲
理
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
徒
然
草
に
は
三
教
の
教
え
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
自
体
は
、
慶
長
期
の

『

寿
命
院
抄』

の
昔
か
ら
あ
っ
た
。
巻
頭
に

｢

兼
好
得
道
ノ
大
意
ハ
、
儒
釈
道
ノ
三
ヲ
兼
備
ス
ル
者
歟｣

と
い
う
の

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
磐
斎
の
特
質
は
、
そ
れ
を

｢

つ
れ
づ
れ｣

と
い
う

一
語
で
こ
れ
以
上
に
な
い
ほ
ど
簡
潔
に
説
明
し
、
か
つ
そ
れ
を
具
体
的

な
精
神
修
養
の
方
法
と
し
て
解
説
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
以
後

の
徒
然
草
の

｢

読
み｣

の
方
向
性
を
大
き
く
左
右
す
る
、
画
期
的
な
発、

明、
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
前
述
し
た
三
教

一
致
論
の
盛
行
と
い
う
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
思
想
・
文
芸
界
の
風
潮

が
透
け
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
磐
斎
の

｢

つ
れ
づ
れ｣

解
釈
に
追
随
し
た
多
く

の
注
釈
書
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
に
掲
げ

る
用
例
な
ど
を
見
れ
ば
、
三
教
一
致
論
を
背
景
に
置
い
た
と
こ
ろ
で
、

｢

つ
れ
づ
れ｣
な
る
理
念
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
直
ち

に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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●『

徒
然
草
諺
解』

、
清
水
春
流
序

仏
書
五
百
函
、
儒
教
十
三
経
、
道
家
多
少
の
篇
、
み
な
心
の
一
字

を
説
に
は
過
じ
。
我
国
の
神
道
も
亦
し
か
な
り
。
兼
好
そ
の
跡
を

踏
て
身
を
洛
東
の
山
脚
に
退
て
、
つ
れ
�

の
す
さ
び
に
志
を
筆

に
ま
か
せ
り
。
一
部
の
要
領
を
究
に
、
人
を
し
て
名
利
の
諸
欲
を

は
な
れ
、
身
心
を
安
楽
な
ら
し
め
ん
事
を
お
し
へ
た
り
。

●『

徒
然
要
草』

序
段
注

仏
道
修
行
ひ
ろ
し
と
い
へ
ど
も
、
此
一
理

(｢

空｣

の
理
念)

を

出
ず
。
是
則
、
儒
の
天
理
明
徳
、
太
極
無
極
也
、
道
家
の
自
然
の

道
徳
、
神
道
の
国
常
立
天
御
中
主
也
。
此
理
に
か
な
へ
る
を
、
つ

れ
�

の
ま
ゝ
に
日
く
ら
す
人
と
い
ふ
べ
し
。

そ
し
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の

｢

つ
れ
づ
れ｣
を
尊
ぶ
理
念
は
、
当

時
の
隠
逸
思
想
の
流
行

(

注
８)

と
も
共
鳴
す
る
一
面
を
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
も
ま
た
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
。

七

そ
れ
で
は
最
後
に
も
う
一
度
、
最
初
の
問
い
に
戻
る
。
徒
然
草
は
な

ぜ
、
江
戸
前
期
に
あ
れ
だ
け
多
く
読
ま
れ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
様
々
な

理
由
が
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

三
教
一
致
論
の
盛
行
と
い
う
時
代
の
中
で
、
徒
然
草
が
そ
の
入
門
書
の

ご
と
き
も
の
と
し
て
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
徒
然
草
は
、
文
芸
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
三
教

の
哲
理
に
通
じ
、
具
体
的
な
精
神
修
養
を
実
践
す
る
た
め
の
、
思
想
の

教
科
書
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
新
興
知
識
人
層
の

人
々
が
蝟
集
し
、
か
つ
注
釈
家
た
ち
も
彼
ら
の
渇
を
医
す
た
め
に
次
々

と
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨
大
な

〈

知
の
マ
ー
ケ
ッ
ト〉

が
現
出

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
江
戸
中
期
以
後
も
、
徒
然
草
は
相
変
ら
ず
多
く
読
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
釈
書
の
述
作
・
刊
行
は
ぱ
た
り
と
途
絶
え

て
し
ま
う
。
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
注
５
の
拙
稿
に
そ
れ
に

類
す
る
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
部
そ
の
内
容
と
重
複
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、
徒
然
草
が
右
に
述
べ
た
よ
う
な

意
味
で
の
、
思
想
の
教
科
書
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
と
い
う
こ
と
が
、

一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
左
に
記
す
い
く
つ
か
の
例

は
、
徒
然
草
が
、
文
芸
書
・
教
養
書
と
し
て
の
需
用
は
あ
っ
て
も
、
思

想
書
と
し
て
は
も
は
や
表
舞
台
に
は
立
て
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。

●

其
頃

(

山
崎
闇
斎
の
こ
ろ)

ハ
学
問
ノ
ヤ
ウ
ヤ
ク
端
ノ
開
ケ
カ
ヽ

ル
時
デ
、
誰
一
人
志
ア
ル
者
モ
ナ
ク
、
当
地
ノ
町
人
ヤ
医
者
ナ
ド

ガ
、
茶
ノ
湯
片
手
ニ
講
釈
キ
ク
ト
云
様
ナ
コ
ト
デ
、
其
問
フ
処
モ

タ
ヾ
徒
然
草
ハ
ド
フ
シ
タ
モ
ノ
デ
御
座
リ
マ
ス
ノ
、
ナ
ン
ノ
ト
云
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位
ヒ
ノ
コ
ト
デ
、
ツ
ン
ト
俗
ナ
リ
ニ
平
和
ニ
ソ
ロ
�

ト
教
エ
ラ

レ
タ
コ
ト
デ
、
誰
一
人
学
ノ
蘊
奥
ヲ
控
ク
者
モ
ナ
ク
…

(

若
林
剛

斎

『
雑
話
筆
記』

、
享
保
十
七
年
以
前
成)

●

闇
斎
以
来
の
学
者
、
徒
然
草
な
ど
を
ケ
様
に
熟
読
し
て
詮
義
す
る

や
う
な
る
ち
よ
ろ
き
事
は
な
し
、
彼
哉
彼
哉

カ
レ
ヲ
サ
ヘ

三
教
を
混
じ
た
る
桑

門
の
作
れ
る
書
は
、
高
閣
へ
さ
し
お
く
に
も
及
ば
ぬ
な
り
。(

伊

藤
梅
宇

『

見
聞
談
叢』
、
元
文
三
年
序)

●

兼
好
能
書
に
て
和
哥
に
堪
能
成
し
か
ど
も
、
た
ゞ
隠
遁
の
人
な
り
。

聖
賢
の
人
に
な
ら
べ
論
ず
る
人
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。(

西
村
遠

里

『

居
行
子
新
話』

巻
一

｢

徒
然
艸
諸
注
之
話｣

、
天
明
五
年
刊)

か
く
て

｢

つ
れ
づ
れ｣

の
季
節
は
移
ろ
い
、
そ
の
落
ち
葉
は
や
が
て

土
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
肥
沃
な
土
壌
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
亭
々
た
る
樹
木
が
成
長
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
右
の
発
言
者
た
ち
は
ま
だ
気
づ
か
な
い
で
い
る
。

注

注
１

以
下
に
主
要
な
参
考
文
献
を
示
す
。
伊
勢
物
語
は
田
中
宗
作

『

伊
勢
物

語
研
究
史
の
研
究』

(

一
九
六
五
年
、
パ
ル
ト
ス
社)

、
源
氏
物
語
は
伊

井
春
樹

『

源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典』

(

二
〇
〇
一
年
、
東
京
堂

出
版)

、
太
平
記
は
加
美
宏

『

太
平
記
の
受
容
と
変
容』

(

一
九
九
七
年
、

翰
林
書
房)

、
百
人
一
首
は
吉
海
貞
人『

百
人
一
首
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク』

(

一
九
九
六
年
、
お
う
ふ
う)

。

注
２

横
田
冬
彦

｢『

徒
然
草』

は
江
戸
文
学
か
？

書
物
史
に
お
け
る
読
者

の
立
場

｣
(『

歴
史
評
論』

第
六
〇
五
号
、
二
〇
〇
〇
年)

が
参
考

に
な
る
。

注
３

｢

か
も
う｣

は
、｢

か
ま
う｣

の
紀
州
方
言
。
著
者
の
恵
空
は
和
歌
山
浄

福
寺
の
学
僧
で
あ
っ
た
。
恵
空
の
伝
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫

『

恵
空

編

節
用
集
大
全

研
究
並
び
に
索
引』

(

一
九
七
五
年
、
勉
誠
社)

、

表
章

｢〝

恵
空
伝〞

補
考｣

(『

中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
国
語
学
論
集』

所
収
、
一
九
七
九
年
、
勉
誠
社)

が
参
考
に
な
る
。

注
４

代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、
潁
原
退
蔵

｢

仮
名
草
紙
の
三
教
一
致
的

思
想
に
つ
い
て｣

(『

国
語
国
文』

二
―
一
二
、
一
九
三
二
年)

、
青
山
忠

一

｢

三
教
一
致
物
語
の
本
質｣

(『

近
世
前
期
文
学
の
研
究』

所
収
、
桜

楓
社
、
一
九
七
四
年)

、
前
田
勉

｢

仮
名
草
子
に
お
け
る
儒
仏
論
争｣

(『

近
世
神
道
と
国
学』

所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年)

な
ど
が

あ
る
。

注
５

拙
稿

｢

徒
然
草
を
め
ぐ
る
儒
仏
論
争

江
戸
前
期
文
芸
思
潮
一
斑｣

(『

雅
俗』

第
八
号
、
二
〇
〇
一
年)

。
日
本
近
世
に
お
け
る
儒
仏
論
争
の

口
火
を
切
っ
た
一
人
が
林
羅
山
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
徒
然
草
注
釈

書

『

野
槌』

に
お
い
て
も
、
徒
然
草
の
中
の
仏
教
思
想
的
な
部
分
を
強

く
批
判
し
た
の
で
、
当
時
の
思
想
界
の
本
流
と
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
、

徒
然
草
注
釈
界
に
お
い
て
も
同
様
の
儒
仏
論
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
あ
と
に
見
る
磐
斎
の
三
教
一
致
的
立
場
は
、
広
く
見
れ
ば
そ

の
時
代
思
潮
に
、
狭
く
見
れ
ば
羅
山
の

『

野
槌』

の
排
仏
的
な
所
説
に

対
抗
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

注
６

井
上
敏
幸

｢

総
論｣

(『

元
禄
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に』

所
収
、
二
〇

〇
一
年
、
世
界
思
想
社)

参
照
。
ま
た
、
王
学

(

陽
明
学)

左
派
諸
儒

の
言
説
が
江
戸
前
期
思
想
界
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
近
く
中
野
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三
敏

｢

江
戸
儒
学
史
再
考｣

(『

日
本
思
想
史
学』

第
四
〇
号
、
二
〇
〇

八
年)

に
論
が
あ
る
。

注
７

酒
井
忠
夫

｢

明
代
に
お
け
る
三
教
合
一
思
想
と
善
書｣

(『

増
補
中
国
善

書
の
研
究』

巻
下
、
二
〇
〇
〇
年
、
国
書
刊
行
会)

に
詳
細
に
説
か
れ

て
い
る
。
ま
た
同

｢

江
戸
時
代
の
日
本
文
化
に
及
ぼ
せ
る
中
国
善
書
の

影
響
並
び
に
流
通｣

(

同
書
所
収)

は
、
通
俗
的
な
三
教
一
致
書
と
し
て

の
善
書
が
、
日
本
の
仮
名
草
子
圏
の
諸
書
に
与
え
た
影
響
の
深
さ
を
考

え
る
足
が
か
り
に
な
る
。

注
８

注
６
井
上
論
文
、
お
よ
び
同
氏

｢

隠
逸
伝
の
盛
行｣

(『

芭
蕉
と
元
政』

所
収
、
二
〇
〇
一
年)

な
ど
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
比
較
的

近
年
の
業
績
と
し
て
は
、
大
庭
卓
也

｢

漢
学
者
の
歴
史
叙
述
と
し
て
の

隠
逸
伝
集
に
関
す
る
一
試
論｣

(『
江
戸
文
学』

第
四
一
号
、
二
〇
〇
九

年)

が
あ
る
。

付
記

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
・
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
口

頭
発
表
を
基
と
し
て
い
る
。
ご
質
問
・
ご
意
見
を
賜
っ
た
先
生
方
に
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
・
基
盤
研
究

(

Ｃ)
｢

林
羅
山
を
中
心
と
し
た
江
戸
前
期
儒
学

者
の
日
本
古
典
文
学
研
究
に
つ
い
て
の
考
察｣

に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

(

か
わ
ひ
ら

と
し
ふ
み
・
本
学
准
教
授)
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